
広報美郷　平成19年11月号 6

生活バス路線「湯ノ沢線」「板見内線」が廃止になります

　９月末に廃止になった「高畑荒川線」に続いてこれま
で千畑地区を運行していた「湯ノ沢線」と「板見内線」が平
成20年３月末日をもって廃止になります。
　町ではバス路線を維持するため、毎年バス事業者に
対して赤字部分についての補助金を交付しています。
平成18年度の３路線の補助金交付額は967万円でした。
　また、住民の生活に密着した公共交通として非常に
大切な路線であることから、３路線ともに運行の継続
を要望してまいりました。
　しかしながら、マイカー等の普及によりバス利用者
の減少が続き３路線のバス運行の事業赤字が増大し、
これ以上の運行は無理ということで羽後交通（株）が廃
止を決めたものです。

■町では存続を要望
　町では、昨年の１月に羽後交通（株）を訪問し、町補助金の増額などを提案し、存続を要望しております。
また、地域公共交通通会議においても存続のお願いをするなどさまざまな要望活動を実施してきましたが、
残念ながら「高畑荒川線」については広報でもお知らせしたとおり、９月末で廃止され、羽後交通（株）では「湯
ノ沢線」「板見内線」についても平成20年３月末で廃止をすることで運輸局に届出をしているとのことです。

■代替交通を含む地域内交通を検討中

　町では、こうした動きを踏まえてバス路線廃止地区の代替交通を含めた地域内交流促進のための交通手段
確保について、そのあり方を検討しているところで、年内に方針をまとめたいと考えています。
　皆様には、こうした事情並びに状況にご理解いただきますようお願いします。

皆さんの声を広報に生かしていきます 広報美郷
アンケート
から

その他の意見
・活字がもう少し大きければよいと思うときがある。
・子どもから年寄りまで読んでいると思うので、読み
慣れない字にふりがなをつけてほしい。
・広報なので町内の情報に限ることはもちろんですが
投書コーナー的なものがほしい。

＜広報担当より＞
　この他にもたくさんのご意見ありがとうございまし
た。いただいたご意見を参考に、読みやすく親しみや
すい広報紙を目指し努力してまいりますので、今後と
も広報美郷をご愛読いただきますようお願いします。

・回答者のうち、90％の人が広報美郷を｢毎号読
んでいる｣とし、読まれた方の15％が非常に読
みやすい、67％の人が読みやすいと感じていた
だいておりました。
　　「読みにくかった」と回答されたのは８%の方
で、理由として「情報量が多い」「内容が難しい」
という回答が多くを占めました。
・今後の「広報美郷」の在り方については、半数の
50％の方が「現状を維持する」との結果でした。
また「現在よりも充実する」と回答した方も32%
となっておりその理由として「興味･関心の高い
特集を増やす」「町民の声や活動を紹介する紙面
を増やす」という回答が多くありました。

◇ 対　　象　町内全戸
　　　　　　※町広報紙（６月号）への折り込みにより実施

◇ 回収枚数　108枚（回収率1.7％）

　町では、町内全戸に対して広報６月号にアンケー
トを折り込み、そのうち108人の方々から回答をい
ただきました。調査結果がまとまりましたので抜粋
しご報告します。
　調査にご回答いただいた皆さん、ご協力ありがと
うございました。
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郷
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松
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己

「
残
し
て
く
れ
た
も
の
」

10月3日、六郷自転車競技場でスギッチ
とともに国体自転車競技会の表彰式に
出席する松田町長
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。
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す
る
条
例
」、
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　移動町長室　 町長が毎週火曜日に仙南庁舎、木曜日に千畑庁舎で執務しています。
　（会議への出席などにより、実施できない場合があります）

人
権
擁
護
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

　
十
月
一
日
付
け
で
、
東
海

林
鉄
郎
さ
ん（
石
神
）が
法
務

大
臣
の
委
嘱
を
受
け
ま
し

た
。

　
い
じ
め
や
家
庭
内
で
の
も

め
ご
と
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
身
近
な
こ
と
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

豪
雨
被
害
の
復
旧
関
連

予
算
な
ど
を
可
決

東海林鉄郎さん
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